
時間 形式 研修課目 目的 内容 備考 H20年度講師 会場

12:45～

13:00
～14:00
（1時間）

講
義

第三者評価の理
念と基本的な考え
方

第三者評価事業の理念や
基本的な考え方を理解する

第三者評価事業について、その必要や行政による
指導監査との違い等について講義するとともに、あ
わせて福祉制度の動向等について解説を行う。ま
た、医療機能評価や、ISO等、関連分野における
評価制度の動向ならびにその考え方に関する講
義を行う

14:15
～14:45
（30分間）

講
義

第三者評価の全
体像

第三者評価事業の動向や
「評価調査者養成研修」の
位置付け等を理解する

都道府県推進組織が行う第三者評価事業の目的
や枠組みに関する講義を行うとともに、評価調査
者養成研修の位置付け等について解説を行う

15:00
～15:45
(45分間)

講
義

第三者評価の事
務的流れ

第三者評価の事務的流れ
を理解する

第三者評価受診申請から評価機関による調査を
経て公表までの事務的流れの解説を行う

支援機構事
務局

16:00
～17:00
（1時間）

講
義

評価調査者の役
割と倫理

評価調査者として守るべき
倫理や、訪問調査時の留意
点を理解する

第三者評価事業における評価調査者の役割につ
いて講義するとともに、評価調査者として守るべき
倫理や、求められる調査時の姿勢等に関する講義
を行う

NPOセン
ター平尾剛
之氏

9:30
～15:00
（4時間30
分）

講
義

第三者評価基準
の理解と判断のポ
イント

都道府県組織が使用する
第三者評価基準の考え方を
理解するとともに実際の第
三者評価の方法を習得する

福祉サービス第三者評価基準の各項目について
その考え方や基準策定の意図等に関する講義を
行う。また、実際の第三者評価における判断のポ
イントについても講義により習得する

華頂短期大
学

武田康晴氏

15:10
～16:10
（1時間）

講
義
・
演
習

利用者調査の方
法等について

第三者評価における利用者
調査の位置付けを正しく理
解する。京都府独自の評価
基準（労働環境調査）の位
置付け、方法を学ぶ

第三者評価における利用者調査及び労働環境調
査の位置付けや意義、その結果の取扱い、さらに
は実際の調査の方法等について講義を行う

きょうとNPO
センター

田口美紀氏

16:20
～17:10
（５０分）

講
義

ケアハウス等の施
設の現状と評価の
着眼点について

ケアハウス等の施設の概要
を知り、評価者としての視点
を学ぶ

ケアハウス等における第三者評価実施にあたっ
て、事業の内容と現状について理解を深め、評価
調査者の視点を養う

ヴィラ向島施
設長

河合　悟氏

実
習

　
３
日
目

10:00
～17:00
（7時間）
※保育所
8:00～
17:00

施
設
実
習

実習Ⅰ

実際に施設（事業所）を訪
問、調査を行うことによって
具体的な第三者評価の方
法・技術を習得する

「協力施設（事業所）」を訪問、実際に調査を行うこ
とにより、インタビュー技術等について実習を行うと
ともに、訪問調査時の留意事項を学ぶ

希望分野
毎実習
免除対象
課目
（※２）

各分野ごと
に対応

未定
※実習先確定
後にご連絡いた
します

9:30
～12:30
（3時間）

実
習

実習Ⅱ

実習Ⅰの内容を受けて、第
三者評価結果の取りまとめ
について具体的な手法を習
得する

訪問調査の結果に基づいて評価調査者間で合議
を行い、最終的な第三者評価結果を取りまとめると
ともに、報告書の作成について実習により実際の
技術を学ぶ

13:30
～16:30
（3時間）

講
義

まとめ

実習の成果に基づいて評
価調査者として求められる
技術や態度等についてあら
ためて理解を深める

各グループにて取りまとめた実習の成果を発表
し、講師からの講評を行う。特に、取りまとめ等に対
する問題点や課題、書面調査・訪問調査を実施す
る上での留意事項をあらためて整理する

9:30
～12:30
（3時間）

講
義
演
習

書面（事前）審査
の着眼点（保育分
野）

書面（事前）審査の目的や
具体的な方法を理解・習得
する

書面（事前）審査の必要性・目的、ねらいについて
解説を行うとともに、実際の方法についてグループ
ごとに「事例研究」を実施する

13:30
～17:30
（4時間）

演
習

訪問調査の着眼
点（保育分野）

保育分野訪問調査における
第三者評価基準の評価判
定方法、その着眼点を理解
する

保育分野訪問調査における第三者評価基準の評
価判定方法、着眼点についてグループにより課題
演習、事例検討を行う、調査の実際

9:30
～12:30
（3時間）

講
義
演
習

書面（事前）審査
の着眼点（保育分
野）

書面（事前）審査の目的や
具体的な方法を理解・習得
する

書面（事前）審査の必要性・目的、ねらいについて
解説を行うとともに、実際の方法についてグループ
ごとに「事例研究」を実施する

13:30
～17:30
（4時間）

演
習

訪問調査の着眼
点（保育分野）

保育分野訪問調査における
第三者評価基準の評価判
定方法、その着眼点を理解
する

保育分野訪問調査における第三者評価基準の評
価判定方法、着眼点についてグループにより課題
演習、事例検討を行う、調査の実際

9:30
～12:30
（3時間）

講
義
演
習

書面（事前）審査
の着眼点(障害分
野)

書面（事前）審査の目的や
具体的な方法を理解・習得
する

書面（事前）審査の必要性・目的、ねらいについて
解説を行うとともに、実際の方法についてグループ
ごとに「事例研究」を実施する

13:30
～17:30
（4時間）

演
習

訪問調査の着眼
点（障害分野）

障害分野訪問調査における
第三者評価基準の評価判
定方法、その着眼点を理解
する

障害分野訪問調査における第三者評価基準の評
価判定方法、着眼点についてグループにより課題
演習、事例検討を行う、調査の実際

演
習

１０
/
７
(火)

希望分野
毎受講

　
５
日
目

（
保
育
分
野

）

１
日
目

希望分野
毎受講

ハートピア京都
３階　視聴覚室

平成20年度　福祉サービス等評価調査者養成研修カリキュラム

はごろも苑
櫛田匠氏

社会福祉会館
第２会議室

社会福祉会館
第２会議室

各分野別講義(付加基準を含む)

開会挨拶・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

平安徳義会
養護園
木塚勝豊氏

京都府発達
障害者支援
センターは
ばたき

竹村忠憲氏

基
礎
的
研
修
課
程
Ⅰ

８
/
29
(金)

基
礎
的
研
修
課
程
Ⅱ

9
/
2
(火)

２
日
目

総
括
９
／
３
０

（
火

）

免除対象
課目

(※1・２）

免除対象
課目(※２）

免除対象
課目（※２）

　
５
日
目

（
児
童
分
野

）

三室戸保育
園
杉本一久氏

●免除対象課目について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計時間数：29.5時間）
※１→介護サービス評価調査者養成研修修了者（京都府介護保険サービス評価調査者養成研修修了者含む）等。
※２→福祉サービス等評価調査者養成研修修了者で、追加分野受講希望の方は5日目の希望分野の講義のみ。
●3日目実習について：　希望分野についての実習を受講して頂く必要があります。複数分野を希望されている方は、どれか1分野を選択して下さい。

社会福祉会館
第６会議室

　
　
　
４
日
目

演
習

10
/
10
(金)

５
日
目

（
障
害
分
野

）

社会福祉会館
　第２会議室

希望分野
毎受講

華頂短期大
学
武田康晴氏

演
習

１０
/
３
(金)

ハートピア京都
３階　視聴覚室


